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アミノ配糖体の特徴と開発の概要

ストレプトマイシン（現在は、結核治療用）

フラジオマイシン、＜パロモマイシン＞（外用、局所治療用）

カナマイシン→ (GPCおよび一部のGNRへの抗菌力向上)ベカナマイシン
↓

(GNRへの抗菌力向上)トブラマイシン、ジベカシン
↓

(GM耐性株への抗菌力向上)アミカシン、アルベカシン

ゲンタマイシン→ (腎毒性の低減化)シソマイシン、ミクロノマイシン、
ネチルマイシン
↓

(GM耐性株への抗菌力向上)イセパマイシン

注：GPC, グラム陽性球菌; GNR, グラム陰性桿菌; GM, ゲンタマイシン
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参考１

アミノ配糖体修飾不活化酵素と特徴

全ての系列のアミノ配糖体を同時に修飾不活化する酵素は存在しない。

最近の臨床分離菌は、一般的に、複数のアミノ配糖体修飾不活化酵素の遺伝子を伝達性plasmid上に保有
して、幅広い種類のアミノ配糖体に耐性を獲得している傾向が見られる。

アストロマイシンは、GM, ジベカシン、アミカシンと交叉耐性が無い。

カナマイシン系、ゲンタマイシン系は、菌種によって抗菌力に若干の差はあるが、ほぼ同等とみなしうる。

アルベカシンは、カナマイシン系に属するが、２”と６’の２箇所とも修飾されないと失活しない。
（ ２”はリン酸化あるいは、アデニリル化： ６’は、アセチル化）

家畜の飼料に添加が認められているデストマイシンAは、ハイグロマイシンBを修飾不活化するhygromycin
B phosphotransferase（HPH）により不活化される。



参考２

Km系、Gm系の双方のアミノ配糖体に高度耐性を付与する16S rRNA メチラーゼの出現
（ヒトおよび家畜の双方から分離されている。）
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参考３

アミノ配糖体の臨床的重要性を考える上で参考となる項目
１．耐性株の出現状況
ヒト
動物

２．抗菌活性、スペクトル、代替抗菌薬の有無
AGsの範囲で
AGs以外で

３．耐性の分子機序
AGsの修飾不活化（アセチル化、リン酸化、アデニル化）
菌側の変化（16S rRNAの変異、16S rRNAのメチル化）

４．耐性遺伝子の拡散性
伝達性plasmidによる媒介
染色体性


